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Advances in Oto・RhinoLaryngology 
Volume 19. S. Karger，Basel，1973. 
S. Karger社から出版されているシリーズもので，第 19巻は 1971年の 
Barany Society (Tronto で開催)における発表論文を集録したものである。 
Current study in otoneurologyという副題がついているが，神経耳科学という
分野は最近になって提唱されたものであり，平衡機能を論ずる場合，前庭機能の
検索のみでは不十分であって視野の広い神経学的研究を他科の協力の下に併用す
べきであるという主旨が含まれる。しかし前庭器およびその伝導路そのものにつ
いても未解決な諸問題がなお山積しているのであって，耳科医は今一度原点に戻
って，基礎的な問題を検討する必要があろう。そのような現状下にあって本書で
はそれらの未解決な点にメスを入れた論文が多数掲載されているのは貴重で-ある。
まず Baranyの業蹟を記念して 1961年のノー ベ、Jレ受賞者 G.von Bekesyの
“感覚器とその感受性"という論文が興味を志、くが， 物理学的，生理学的， 心理
学的見地から根本問題を理論的に解析していることが注目される。
解剖学問題をとりあつかったものとして， D. J. Limは耳石膜とクプラの微細
構造を走査電顕で明らかにし， Y. Haradaは遊離したアンプラの形態学的所見
と活動電位を測定し Ewaldの法則の正当性を確認している。 M.Igarashiらは
超音波照射および cryosurgeryの迷路上皮に及ぼす影響を検討， J. Stahlら
は argonlaser光線による innerear microsurgeryを考案し， stereociliaに 
ball-shaped expansion像を認めた。また G.F. Dohlmanは thoriumparticle 
を用い内リンパ液の longitudinalflowが endolymphaticsacに向うことを証
明している。
生理学的，生化学的問題をとりあつかったもののなかでは， R. Malcolmが回
転刺激に対する vestibulo・ocularsystemの adaptationの問題に触れ，細胞膜
からの ionshiftingによると述べた。 G.Melvill Jonesは走行中の vestibulo・ 
spinal reflex の意義を検討し， J. Suzuki は spinal and vestibular eye 
movement の interaction の問題を追求し， R. Thalmann らは前庭器の 
glycogen，glucone，A TP，P-creatineなどを検討し， energy産生の問題を明
らかにした。 B.F McCabeらは vestibularcompensation を medial ves-
tibular nuclei および中枢神経などの restingelectrical activityを指標とし
て検討し，再生機構を明らかにした。 D.W. F. Schwarzらは vestibularcorti-
cal fieldは somatosensoryfieldに局在するのではなく，生理学的にも unique
なものであること， L.Deeckeらは isolatedvestibular nerve を刺激すると 
thalamnsに五eldpotentialが現われることを証明した。一方眼振の分析に J. 
A. McClureらはアナログ電算機を導入し， on line処理では回転刺激の場合に
も応用できることを明らかにした。また galvanicstimulationの意義も A.D 
Weissらによって再検討され，臨床的応用の可能性を促進させた。
治療面では D.T. R Cody がメニエール病に対する destructive labyri-
nthectomy，non-destructed operation (endolymphatic sac の drainage， 
decompression，shunt，sacculotomy)，partial destructive operation (ul・ 
trasonic therapy，cryosurgery)，vestibular nerve resection などの現況，
成績を述べている。
以上は本書に載せられた論文の一部を紹介したに過ぎないが，末梢前庭器およ
び伝導路に関する最も新しい知見が述べられており，この分野における現状を把
握するには好書といえよう。(金子敏郎)
〔千葉医学 50，48，1974) 
